
番 号 名 称 略 称

2 東京書籍 東書 論Ⅱ 002-901 Ｂ ５ 114 令和８ 年

9 開隆堂出版 開隆堂 論Ⅱ 009-901 Ａ ４ 90 令和８ 年

9 開隆堂出版 開隆堂 論Ⅱ 009-902 Ｂ ５ 130 令和８ 年

15 三省堂 三省堂 論Ⅱ 015-901 ◆ Ｂ ５ 160 令和８ 年

15 三省堂 三省堂 論Ⅱ 015-902 ◆ Ｂ ５ 170 令和８ 年

15 三省堂 三省堂 論Ⅱ 706 ◆ Ｂ ５ 130 令和４ 年

50 大修館書店 大修館 論Ⅱ 050-901 ◆ Ｂ ５ 142 令和８ 年

61 新興出版社啓林館 啓林館 論Ⅱ 061-901 ◆ Ｂ ５ 118 令和８ 年

61 新興出版社啓林館 啓林館 論Ⅱ 061-902 ◆ Ｂ ５ 110 令和８ 年

61 新興出版社啓林館 啓林館 論Ⅱ 708 ◆ Ｂ ５ 118 令和４ 年

61 新興出版社啓林館 啓林館 論Ⅱ 709 ◆ Ｂ ５ 118 令和４ 年

104 数研出版 数研 論Ⅱ 104-901 ◆ Ｂ ５ 156 令和８ 年

104 数研出版 数研 論Ⅱ 104-902 ◆ Ｂ ５ 156 令和８ 年

104 数研出版 数研 論Ⅱ 104-903 ◆ Ｂ ５ 164 令和８ 年

104 数研出版 数研 論Ⅱ 104-904 ◆ Ｂ ５ 150 令和８ 年

177 増進堂 増進堂 論Ⅱ 177-901 Ｂ ５ 126 令和８ 年

212 桐原書店 桐原 論Ⅱ 212-901 ◆ Ｂ ５ 184 令和８ 年

231 いいずな書店 いいずな 論Ⅱ 231-901 ◆ Ａ Ｂ 118 令和８ 年

231 いいずな書店 いいずな 論Ⅱ 231-902 ◆ Ｂ ５ 134 令和８ 年

231 いいずな書店 いいずな 論Ⅱ 231-903 ◆ Ｂ ５ 134 令和８ 年

※「 教科書の記号・ 番号」 欄にある ◆は、 「 学習者用デジタ ル教科書」 （ 学校教育法第34
条第２ 項に規定する 教材） の発行予定がある こ と を 示す。

外国語
（ 論理・ 表現Ⅱ）

発 行 者
教科書の記号・ 番号 判型 ページ数 検定済年
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者及び教科書の番号 
  

論理・表現Ⅱ  冊 数 20冊 

発行者の略称・ 

教科書の番号 

東書002-901 開隆堂009-901 開隆堂009-902 三省堂015-901 三省堂015-902 

三省堂706 大修館050-901 啓林館061-901 啓林館061-902 啓林館708 啓林館709  

数研104-901 数研104-902 数研104-903 数研104-904 増進堂177-901 桐原212-901 

いいずな231-901 いいずな231-902 いいずな231-903 

 
２ 学習指導要領における教科・科目の目標等 
 

【外国語の目標】 
   外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと、読むこと、

話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを
的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとお
り育成することを目指す。 

（1）外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞く
こと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況な
どに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。 

（2）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、
外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これら
を活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。 

（3）外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主
体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

 

【論理・表現Ⅱの目標】 

  英語学習の特質を踏まえ、以下に示す、話すこと［やり取り］、話すこと［発表］、書くことの三つの領

域別に設定する目標の実現を目指した指導を通して、外国語の目標(1)及び(2)に示す資質・能力を一体的

に育成するとともに、その過程を通して、外国語の目標(3)に示す資質・能力を育成する。 

(1) 話すこと［やり取り］ 

  ア 日常的な話題について、使用する語句や文、対話の展開などにおいて、一定の支援を活用すれば、基

本的な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを話して伝え合ったり、立場が異なる相手と交渉

したりすることができるようにする。 

  イ 日常的な話題や社会的な話題について、使用する語句や文、対話の展開などにおいて、一定の支援を

活用すれば、ディベートやディスカッションなどの活動を通して、聞いたり読んだりしたことを活用

しながら、多様な語句や文を用いて、意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝え合う

ことができるようにする。 

(2) 話すこと［発表］ 

  ア 日常的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、一定の支援を活用すれば、多

様な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝える

ことができるようにする。 

  イ 日常的な話題や社会的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、一定の支援を

活用すれば、スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通して、聞いたり読んだりしたことを活用

しながら、多様な語句や文を用いて、意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝

えることができるようにする。 

(3) 書くこと 

  ア 日常的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、一定の支援を活用すれば、多

様な語句や文を用いて、情報や考え、気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して複数の段落からなる

文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。 

  イ 日常的な話題や社会的な話題について、使用する語句や文、事前の準備などにおいて、一定の支援を

活用すれば、聞いたり読んだりしたことを活用しながら、多様な語句や文を用いて、意見や主張など

を論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにす

る。 
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 【論理・表現Ⅱの内容及び内容の取扱い】   

 「 内 容 」 の 概 要 「 内 容 の 取 扱 い 」 抜 粋 
〔知識及び技能〕 

（1）英語の特徴やきまりに関する事項 

実際に英語を用いた言語活動を通して、小学 

校学習指導要領、中学校学習指導要領及び次に

示す事項のうち、三つの領域別の目標を達成す

るのにふさわしいものについて理解するととも

に、それらと言語活動とを効果的に関連付け、

実際のコミュニケーションにおいて活用できる

技能を身に付けることができるよう指導する。 

  ア  論理の構成や展開及び表現などに関する事

項 

  （ｱ）目的や場面、状況などに応じた論理の構 

成や展開 

  （ｲ）情報や考えなどを効果的に伝える表現 

 

〔思考力、判断力、表現力等〕 

（2）情報を整理しながら考えなどを形成し、英語 

で表現したり、伝え合ったりすることに関する 

事項 

具体的な課題等を設定し、コミュニケーショ

ンを行う目的や場面、状況などに応じて、情報

を整理しながら考えなどを形成し、これらを論

理的に適切な英語で表現することを通して、次

の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

 ア  日常的な話題や社会的な話題について、英 

語を聞いたり読んだりして得られた情報や考

えなどを活用しながら、話したり書いたりし

て情報や自分自身の考えなどを適切に表現す

ること。 

  イ 日常的な話題や社会的な話題について、伝 

える内容を整理し、英語で話したり書いたり

して、要点や意図などを明確にしながら、情

報や自分自身の考えなどを伝え合うこと。 

（3）言語活動及び言語の働きに関する事項 

  ① 言語活動に関する事項 

    (2)に示す事項については、(1)に示す事項

を活用して、例えば、次のような三つの領域

別の言語活動及び複数の領域を結び付けた統

合的な言語活動を通して指導する。 

   ア 「論理・表現Ⅰ」の２の（3）の①に示す

言語活動のうち、「論理・表現Ⅰ」における

学習内容の定着を図るために必要なもの。 

    イ 話すこと[やり取り] 

    ウ  話すこと[発表] 

   エ 書くこと 

 

  ② 言語の働きに関する事項 

   「英語コミュニケーションⅠ」の２の(3)の

②と同様に取り扱うものとする。 

 コミュニケーションを図る資質・能力を育成する

ためのこれまでの総合的な指導を踏まえ、話したり

書いたりする言語活動を中心に、情報や考えなどを

表現したり伝え合ったりする能力の向上を図るよ

うに指導するものとする。 

 

＊各科目にわたる内容の取扱いに当たっての配慮

事項 

（1）教材は、五つの領域別の言語活動及び複数の

領域を結び付けた統合的な言語活動を通して

コミュニケーションを図る資質・能力を総合的

に育成するため、各科目の五つの領域別の目標

と２に示す内容との関係について、単元など内

容や時間のまとまりごとに各教材の中で明確

に示すとともに、実際の言語の使用場面や言語

の働きに十分に配慮した題材を取り上げるこ

と。その際、各科目の内容の（1）に示す文法

事項などを中心とした構成とならないよう十

分に留意し、コミュニケーションを行う目的や

場面、状況などを設定した上で、言語活動を通

して育成すべき資質・能力を明確に示すこと。

（2）英語を使用している人々を中心とする世界の

人々や日本人の日常生活、風俗習慣、物語、地

理、歴史、伝統文化、自然科学などに関するも

のの中から、生徒の発達の段階や興味・関心に

即して適切な題材を効果的に取り上げるもの

とし、次の観点に配慮すること。 

 ア 多様な考え方に対する理解を深めさせ、公正

な判断力を養い豊かな心情を育てるのに役立

つこと。 

 イ 我が国の文化や、英語の背景にある文化に対

する関心を高め、理解を深めようとする態度を

養うのに役立つこと。 

 ウ 社会がグローバル化する中で、広い視野から

国際理解を深め、国際社会と向き合うことが求

められている我が国の一員としての自覚を高

めるとともに、国際協調の精神を養うのに役立

つこと。 

 エ 人間、社会、自然などについての考えを深め

るのに役立つこと。 
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３ 教科書の調査研究 
（1）内容 

ア 調査研究の総括表 

 

イ 調査項目の具体的な内容 
① 調査項目の具体的な内容の対象とした事項 

     調査研究事項のａ、b及びその他の項目との関連で、次の事項について具体的に調査研究する。 

ａ  単元など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・能力の育成 

・ 各単元などにおいて、三つの領域別の言語活動や情報や考えなどを表現したり伝え合ったりす

る言語活動について見取る。 

 

ｂ コミュニケーションの目的や場面、状況などに応じた言語の使用場面の設定 

・ コミュニケーションの目的や場面、状況などに応じた言語の使用場面の設定について見取る。  

 

《その他の項目》(各教科共通) 
・ 我が国の伝統や文化、国土や歴史に対する理解、他国の多様な文化の尊重に関する特徴や工夫 

・ 人権課題（同和問題、北朝鮮による拉致問題等）に関する特徴や工夫 

・ 安全・防災や自然災害の扱い 

・ オリンピック・パラリンピックに関する特徴や工夫 

・ 固定的な男女の役割が分かるような記述 

 

② 調査対象事項を設定した理由等 

ａ  単元など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・能力の育成 

・ 学習指導要領の中に、「単元など内容や時間のまとまりを通して、その中で育む資質・  能力

の育成について」が言及されているため、論理表現Ⅱでは、各単元（Lesson、 Unit等の名 

 称を冠され、複数のパートから構成されているもの。ただし、特定の領域・言語の使用場面等に 

 焦点を当てた、読み物教材、付録等を除く。）における三つの領域別の言語活動や情報や考えな 

 どを表現したり伝え合ったりする言語活動がどのように設定されているかという視点で質的な 

 調査をする。 

 

  ｂ  コミュニケーションの目的や場面、状況などに応じた言語の使用場面の設定 

      ・  学習指導要領（平成30年告示）では、教材について「文法事項などを中心とした構成とならな 

        いように十分留意し、コミュニケーションをおこなう目的や場面、状況などを設定した上で、言 

        語活動を通して育成すべき資質・能力を明確に示すこと」とされている。このことから、コミュ 

        ニケーションの目的や場面、状況などに応じた言語の使用場面がどのように設定されているかと 

        いう視点で質的な調査をする。 

 
《その他の項目》(各教科共通) 

          ・ 我が国の領域をめぐる問題及び国旗・国歌の取扱いについては、学習指導要領総則に基づき、 
  これらの問題を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 

  ・ 北朝鮮による拉致問題については、東京都教育委員会の基本方針１に基づき、人権 

  尊重の理念を正しく理解できるようにするため、その扱いについて調査する。 

 ・ 東京都では、自然災害時における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリ 
  スクマネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の向 
   上が重要であることから、防災や自然災害の扱いについて調査する。 

      調  査  項  目   対象の根拠（目標等との関連） 
ａ 単元など内容や時間のまとまりを通して、

その中で育む資質・能力の育成 
【三つの領域別の言語活動や情報や考えな

どを表現したり伝え合ったりする言語活

動】 

学習指導要領第２章 第８節 第３款１（１） 
 

ｂ コミュニケーションの目的や場面、状況な

どに応じた言語の使用場面の設定 
学習指導要領第２章 第８節 第２款 第５ ２（２） 
 

 その他の項目（各教科共通） 
 

学習指導要領総則、東京都教育委員会の基本方針、 
東京都教育ビジョン 
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 ・ 東京都教育委員会の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社会 
  に貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いについ 
   て調査する。 
 ・ 東京都教育委員会の基本方針１及び東京都の男女平等参画推進の施策を踏まえ、固定的な性 

別役割分担意識の解消や、「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」に気付いて言 
動等を見直していくなど、男女の平等を重んずる態度を養うことができるよう、その扱いにつ 
いて調査する。 

 

（2）構成上の工夫(各教科共通) 
     ・ デジタルコンテンツの扱い  
     ・ ユニバーサルデザインの視点  

・ 自立した学習者の育成に資する工夫 
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

東書

論Ⅱ002-901

NEW FAVORI TE Engl i sh Logi c and Expressi onⅡ Revi sed

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 及び「 書く こ と 」 が配置さ
れている 。 特に、 「 生徒の暮ら し に関わる コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 における 「 話すこ と （ 発
表） 」 を通し て文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 複数の単元で、 例えば、 姉妹校と の交流を想定し てグロ ーバル化の利点や社会問題について意
見交換を行い、 自分の考えを整理し て発表する と いった活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が複
数設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Uni t  1
Lesson 2「 日本での初登校」 （ 日本文化）
Lesson 7「 翻訳についてのス ピーチ」 （ 異文化理解）
Uni t  2
Lesson 4「 調査結果のプレ ゼンテーショ ン」 （ 日本文化）
Lesson 7「 比較し て説明する 」 （ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声や動画など 、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード
を掲載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

各単元に"Ski l l s"の項目があり 、 身に付ける べき 技能について自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名

414



教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

開隆堂

論Ⅱ009-901

Revi sed Ami ty Engl i sh Logi c and Expressi on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 ある いは「 話すこ と （ 発表） 」 、 「 書く こ と 」
が配置さ れている 。 特に、 「 生徒の暮ら し に関わる コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 を設定し た
「 話すこ と （ やり と り ） 」 を通し て、 文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う 工夫さ れてい
る 。
・ 複数の単元で、 行き たい場所や自分の好き なこ と と いった話題に関し て、 自分自身の考え
などを整理し て書き 、 発表する 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動
が複数設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 20 「 異文化理解のために」 （ 異文化理解）
Act i on!  Par t  5  「 世界の食文化を紹介し よ う 」 （ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

Lesson 18 「 世界の子ども たち」 （ 児童労働）

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 9 「 熱中症対策を！」 （ 安全）

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

Lesson 14 「 パラ ス ポーツの魅力」 （ パラ リ ンピッ ク ）

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 12 「 １ 冊の本、 １ 本のペン」 （ ジェ ンダー平等）
Lesson 13 「 平等な教育を求めて」 （ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声や動画など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ー
ド を掲載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンと ユニバーサルデザイ ンフォ ント に配慮し て編集さ れている 。

 "GOALS f or  Lessons"の一覧表で、 学習の目標を自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

開隆堂

論Ⅱ009-902

Revi sed Appl ause Engl i sh Logi c and Expr essi on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話す（ やり 取り ） 」 、 「 話す（ 発表） 」 、 ま た、 複数の単元で「 書く こ
と 」 が配置さ れており 、 特に、 「 生徒の暮ら し に関わる コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 を 設定し
た「 話す（ 発表） 」 を通し て文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 全ての単元で、 将来の夢やAI と の関わり 方などの話題についてやり 取り し た内容を踏ま えて
自分の意見を発表し たり 書いたり する 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が
設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 12  Lear n about  Other  Count r i es（ 異文化理解）
Lesson 14  Food Cul t ur e ar ound t he Wor l d（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 5  Let ' s Keep i n Good Shape（ 防災）

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

Lesson 9  Spor t s f or  Everybody（ パラ リ ンピッ ク ）

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 8  What  Has I mpressed Me t he Most ( ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習ができ る よ う URL及び二次元コ ード を掲
載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンと ユニバーサルデザイ ンフォ ント に配慮し て編集さ れている 。

巻頭に"Goal s f or  Lessons"の一覧表があり 、 学習の目標を自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

三省堂

論Ⅱ015-901◆

CROWN　 Logi c and Expressi on Ⅱ New Edi t i on

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 、 「 書く こ と 」 が配置さ れており 、 特に、 「 生徒
の暮ら し に関わる コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 を 設定し た「 書く こ と 」 を通し て文構造及び文
法事項の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 複数の単元で、 将来の夢や日本文化などの話題についての考えをレ ポート にま と めて発表し
たり 、 環境問題や食品ロ ス と いった話題に関し て、 解決策や問題点を 意識し て意見をま と めて
意見交換を行う 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が
設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 2 Manga No Longer  Subcul t ur al （ 日本文化）
Lesson 3 Japanese Bat hs（ 日本文化）
Lesson 5 Food and Cul t ure i n t he Wor l d（ 異文化理解）
Proj ect  3  I nt r oduci ng Japanese Cul t ure（ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 1 Yuru Spor t s（ 防災）

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載
し ている 。

ユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

各単元末に"Ref l ect i on"のページがあり 、 学習の自己評価ができ る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

三省堂

論Ⅱ015-902◆

MY WAY Logi c and Expr essi onⅡ New Edi t i on

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 及び「 書く こ と 」 が配置
さ れており 、 段階的に表現力を高める 構成と なっ ている 。 特に、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 で
は、 生徒が自分の意見や考えを即時的に伝え合う 活動を通し て、 文構造及び文法事項の理解が
深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 全ての単元で、 与えら れた資料や本文の内容を 基に、 自分の考えを 伝え合う 活動が設けら れ
ている 。 特に、 図表や複数の意見を踏ま えて要点をま と める 活動や、 賛否の立場を明確にし て
理由や根拠を示し ながら 伝える 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が
複数設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  Let ' s t al k about  Your  Cul t ure（ 異文化理解）
Lesson 4  I nt roduce Japanese Cul t ur e（ 日本文化）
Lesson 8  Language and Soci et y（ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声や動画など、 デジタ ルコ ンテンツを 活用し て効果的に学習でき る よ う にURL及び二次元コ ー
ド を掲載し ている 。

ユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

各単元に"Target s! "の欄があり 、 学習の目標と 達成度を自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

三省堂

論Ⅱ706◆

VI STA Logi c and Expressi on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と ( やり と り ) 」 ある いは「 話すこ と （ 発表） 」 、 「 書く こ と 」 が配
置さ れており 、 特に「 生徒の暮ら し に関わる コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 における 「 話すこ と
( やり と り ) 」 を通し て、 文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ ほと んどの単元で、 好き なキャ ラ ク タ ーや就職面接、 コ ンテス ト への応募など、 日常的な話
題ついて発表し たり 書いた内容に関し て質疑応答や感想を伝え合う 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 就職試験など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 、 道案内や旅行、
動画投稿など「 特有の表現がよ く 使われる 場面」 、 ある いは、 ホームページなど
の「 多様な手段を通し て情報などを得る 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 7 Enj oy Japanese Foods（ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声や動画など、 デジタ ルコ ンテンツを 活用し て効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載
し ている 。

ユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

各単元の冒頭に"GOAL"が示さ れ、 学習の目標を自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

大修館

論Ⅱ050-901◆

Geni us Engl i sh Logi c and Expr essi on Ⅱ Revi sed

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 、 「 書く こ と 」 が配置さ れており 、 特に、 「 書く
こ と 」 を通し て文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ ほと んどの単元で、 ス ポーツや食文化など の学生生活、 テク ノ ロ ジーや環境問題など の社会
的事柄などの話題や「 幸せ」 と は何かと いっ た抽象的な話題について、 やり 取り し た内容を 踏
ま えて自分の考えなどを 整理し て発表する 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が
複数設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Uni t  1  What  count ry Do You Want  To Go To?（ 他国の文化）
Uni t  5  Must -Try Local  Foods（ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声などデジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載し
ている 。

記載なし

"Uni t  Goal s"の一覧表があり 、 学習の目標と 達成度を把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

啓林館

論Ⅱ061-901◆

Revi sed Vi si on Quest  Engl i sh Logi c and Expressi on Ⅱ Ace

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
ど を表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 書く こ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 及び「 話すこ と （ 発表） 」 が配
置さ れており 、 特に、 多様な手段を通し て情報を得る 事柄について「 書く こ と 」 を通し て文
構造及び文法事項の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 全ての単元で、 ス ポーツ や異文化理解など 関心のある こ と がら や学校行事など の話題につ
いて、 ペアで話し 合い、 話し 合った内容を発表し たり 、 書いたり する 活動が設けら れてい
る 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

ほと んど の単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た
活動が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 7   What  ar e some cul t ural  di f f er ences? （ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

Act i vi t y 4  Does host i ng t he Ol ympi cs cont r i but e t o t he devel opment  of  our  soci et y?
（ オリ ンピ ッ ク ）

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など 、 デジタ ルコ ンテンツ を活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲
載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

"Lesson Goal s"等の一覧表があり 、 自分で学習の目標を把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

啓林館

論Ⅱ061-902◆

Revi sed Vi si on Quest  Engl i sh Logi c and Expressi on Ⅱ Hope

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 と 「 書く こ と 」 が配置さ れており 、 特に、 「 生徒
の日常生活における コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 を想定し た「 話すこ と （ やり 取り ） 」 を中心
に、 文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ ほと んどの単元で、 身近な関心事、 学校生活、 旅行、 好き なス ポーツなどの話題についての
意見を交換し 、 やり 取り し た内容を基に自分の考えを発表し たり 、 書いたり する 活動が設けら
れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が
複数設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 7  What  ar e some cul t ur al  di f f er ences? （ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

Act i vi t y 4  Does host i ng t he Ol ympi cs cont r i but e t o t he devel opment  of  our  soci et y?
（ オリ ンピッ ク ）

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習ができ る よ う URL及び二次元コ ード を掲
載し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

"Goal s"等の一覧表があり 、 自分で学習の目標を把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

啓林館

論Ⅱ708◆

Vi si on Quest  Engl i sh Logi c and Expr essi on　 Ⅱ　 Ace

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を 見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
ど を表現し たり 伝え合っ たり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 ある いは「 話すこ と 「 発表） 」 、 「 書く こ と 」 が配
置さ れており 、 特に「 生徒の暮ら し に関わる コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 における 「 話すこ と
（ やり 取り ） 」 を通し て文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 複数の単元で、 ソ ーシャ ルメ ディ アについての利点や欠点など日常的な話題について書いた内
容に関し て、 意見を伝え合う 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

・ ほと んど の単元で、 学校生活など「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 6  What  are some cul t ur al  di f f er ences?（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

Lesson 2  What  school  event s do you have?
Lesson 3  Who i s t he best  at hl et e?

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを 活用し て効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を 掲載し てい
る 。

カラ ーバリ アフリ ーに対応し たデザイ ン、 配色に配慮し ている 。

"Lesson goal s"等の一覧表があり 、 自分で学習の目標を把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

啓林館

論Ⅱ709◆

Vi si on Quest  Engl i sh Logi c and Expressi on Ⅱ Hope

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 ある いは「 話すこ と （ 発表） 」 、 「 書く こ と 」 が
配置さ れており 、 特に「 生徒の暮ら し に関わる コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 における 「 話すこ
と （ やり 取り ） 」 を 通し 、 文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 全ての単元で、 将来の目標やSNSと いった日常的な話題についてやり 取り し た内容を踏ま えて
自分自身の意見を書いたり 、 発表し た内容に関し て質疑応答をする 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

ほと んどの単元で、 学校生活など「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 6  What  ar e some di f f er ences?（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

Lesson 3  Who i s t he best  at hl et e?（ オリ ンピ ッ ク ）

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載
し ている 。

カラ ーバリ アフリ ーに対応し たデザイ ン、 配色に配慮し ている 。

"Lesson goal s"等の一覧表があり 、 自分で学習の目標を把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

数研

論Ⅱ104-901◆

Revi sed EARTHRI SE Engl i sh Logi c and Expr essi on Ⅱ Advanced

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を 見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
ど を表現し たり 伝え合っ たり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 及び「 書く こ と 」 が配置さ れて
おり 、 特に、 日常生活でのコ ミ ュ ニケーショ ンにおける 比較・ 選択の場面を 設定し 、 「 話すこ と （ 発
表） 」 を通し て文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ ほと んど の単元で、 環境問題、 選挙、 イ ンタ ーネッ ト 上での発信など の日常的な話題について、 や
り 取り し た内容を 踏ま えて意見を発表する 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が設けら
れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  Have you ever  exper i enced any cul t ur al  di f f er ences?（ 異文化理解）
Lesson 8  Vi s i t i ng a new pl ace（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ン ピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など 、 デジタ ルコ ンテン ツ を活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載し て
いる 。

カラ ーユニバーサルデザイ ン に配慮し て編集さ れている 。

各単元に"CAN-DO"の欄があり 、 学習の目標と 達成度が自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツ の扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

数研

論Ⅱ104-902◆

Revi sed EARTHRI SE Engl i sh Logi c and Expr ess i on Ⅱ St andar d

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を 見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
ど を 表現し たり 伝え合っ たり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 書く こ と 」 、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 及び「 話すこ と （ 発表） 」 が
配置さ れており 、 特に、 生徒の暮ら し に関わる 事柄について「 書く こ と 」 を 通し て文構造
及び文法事項の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 全ての単元で、 関心のある こ と や学校生活の話題について書いた内容を 基に話し 合い、
質問や感想を 伝え合う 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ン の目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を 設定し た活
動が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  How i nt er est i ng Japanese cul t ur e i s! （ 日本文化）
Lesson 2  Wonder f ul  pl aces t o vi s i t  i n J apan（ 日本文化）
Lesson 10 How about  t r yi ng t hi s f ood?（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ン ピ ッ ク ・ パラ リ ン ピ ッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など 、 デジタ ルコ ン テン ツ を 活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード
を 掲載し ている 。

カ ラ ーユニバーサルデザイ ン に配慮し て編集さ れている 。

巻末に「 Check l i st  自己評価表」 があり 、 学習の目標と 達成度が自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ン テン ツ の扱い

ユニバーサルデザイ ン の視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

数研

論Ⅱ104-903◆

EARTHRI SE Engl i sh Logi c and Expressi on Ⅱ Essent i al

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり と り ） 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 及び「 書く こ と 」 を関連
付けた活動が配置さ れており 、 特に、 「 生徒の暮ら し に関わる コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 を
設定し た「 話すこ と （ やり 取り ） 」 を通し て、 文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う 工夫さ
れている 。
・ ほと んどの単元で、 例えば、 国内外の文化に関する こ と や学校生活などの話題についてのや
り 取り を基に、 自分の考えを 整理し て発表する 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元において、 学校生活や地域での活動など「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た
活動が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 1  Expl or i ng new t ast es（ 異文化理解）
Lesson 7  Languages spoken i n I ndi a（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

Lesson 5  The j oy of  skat eboar di ng（ オリ ンピ ッ ク ）

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載し てい
る 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

巻頭に"CAN-DO f or  Goal  Act i vi t i es"があり 、 学習の目標と 達成度が自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

数研

論Ⅱ104-904◆

 Revi sed BI G DI PPER Engl i sh Logi c and Expr essi on Ⅱ

( 1) 内容

ａ 単元など 内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 及び「 書く こ と 」 が配置
さ れており 、 特に、 「 日常的なコ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 における 「 話すこ と （ 発表） 」 を
通し て文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ ほと んどの単元で、 例えば、 食文化や地域、 将来の進路などについて書いた内容を基に、 発
表や意見交換を行う 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況など に応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が
複数設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Part  1 Lesson 5 Japanese Food（ 日本文化）
Par t  1 Lesson 8 I  l i ke si ngi ng（ 日本文化）
Par t  3 Lesson 1 Maki ng a Manuscr i pt  （ 日本文化）
Par t  3 Lesson 3 Bei ng an Act i ve Li st ener （ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う URL及び二次元コ ード を掲載
し ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

ルーブリ ッ ク （ 評価基準表） があり 、 学習の目標と 達成度を自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

増進堂

論Ⅱ177-901

MAI NSTREAM Engl i sh Logi c and Expressi onⅡ Second Edi t i on

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 及び「 書く こ と 」 が配
置さ れており 、 特に、 「 生徒の学校生活や日常生活、 社会的な話題に関わる コ ミ ュ ニケー
ショ ンの場面」 を想定し た「 話すこ と （ やり 取り ） 」 を通し て、 文構造及び文法事項の理解
が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 全ての単元で、 身近な話題や社会的課題についてのやり 取り を基に、 理由や根拠を明確に
し て自分の意見を伝える 言語活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動
が設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Par t  5  Creat i ve Wr i t i ng Hai ku（ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う に二次元コ ード を掲載し
ている 。

カラ ーユニバーサルデザイ ンに配慮し て編集さ れている 。

Essay Wr i t i ng： Checkl i stがあり 、 学習の目標と 達成度を自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

桐原

論Ⅱ212-901◆

FACTBOOK Engl i sh Logi c and Expr essi on Ⅱ New Edi t i on

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 、 「 書く こ と 」 が配置さ れており 、 特に、 「 多様な手
段を通し て情報など を得る 場面」 を 設定し た「 書く こ と 」 を通し て文構造及び文法事項の理解が深
ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 複数の単元で、 例えば、 都市化がも たら す課題のよ う な社会的な話題について、 自分の意見を整
理し て書き 、 やり 取り や発表を行う と いった活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が設け
ら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

記載なし

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

Lesson 9  Wor l d Peace（ 人権）

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Uni t  8　 Chal l enge t o equal i t y（ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声や動画など 、 デジタ ルコ ンテンツを 活用し て効果的に学習ができ る よ う 二次元コ ード を 掲載し
ている 。

記載なし

巻頭にCAN-DOリ ス ト があり 、 学習の目標や到達度を自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

いいずな

論Ⅱ231-901◆

Harmony Engl i sh Logi c and Expr essi on Ⅱ New Edi t i on

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり と り ） 」 と 「 書く こ と 」 の活動が配置さ れており 、 特に
「 生徒の暮ら し に関わる コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 を設定し た「 話すこ と （ やり 取り ） 」 を
通し て文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う 工夫さ れている 。
・ 全ての単元で、 例えば、 尊敬する 人物について書いたこ と を基にやり 取り をし たり 、 国際協
力と ボラ ンティ アについてやり 取り し たこ と を基に意見を書く などの活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が
設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 4  Tal ki ng about  Japanese Cul t ur e（ 日本文化）
Lesson 13 Cul t ure and Per cept i on（ 異文化理解）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い Lesson 5  Di sast er  Pr event i on（ 防災）

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 9  Wor l d Peace（ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載し てい
る 。

記載なし

"Study Fl ow"の一覧表があり 、 学習の目標と 到達度が自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

いいずな

論Ⅱ231-902◆

be Engl i sh Logi c and Expr essi on Ⅱ Cl ear  New Edi t i on 

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 、 「 話すこ と （ 発表） 」 ある いは「 書く こ と 」 が
配置さ れており 、 特に、 「 生徒の暮ら し に関わる コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 における 「 話す
こ と （ やり 取り ） 」 や「 書く こ と 」 を通し て文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う 工夫さ れ
ている 。
・ ほと んどの単元で、 休日の予定や学校生活など の身近な話題についてやり 取り や発表をし た
内容を踏ま え、 自分の考えを 整理し て書く 活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が
設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 6  I nt roduci ng Your  Town（ 日本文化）
Lesson 10 Compar i ng Count r i es（ 異文化理解）
Lesson 12 I nt roduci ng Japan（ 日本文化）
Lesson 15 Sust ai nabi l i t y i n Act i on（ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

記載なし

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 Lesson 14 Di ver si t y and I ncl usi on（ ジェ ンダー平等）

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て学習でき る よ う 二次元コ ード を掲載し ている 。

記載なし

"Study Fl ow"の一覧表があり 、 学習の目標と 到達度が自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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教科名 外国語

科目名 論理・ 表現Ⅱ

いいずな

論Ⅱ231-903◆

be Engl i sh Logi c and Expr essi on Ⅱ Smar t  New Edi t i on

( 1) 内容

ａ 単元など内容や時間のま と ま り を見通し て、 その中で育む資質・ 能力の育成（ 各教科共通）

【 三つの領域別の言語活動や情報や考えな
どを表現し たり 伝え合ったり する 言語活
動】

・ 全ての単元で、 「 話すこ と （ やり 取り ） 」 と 「 書く こ と 」 が配置さ れており 、 特に、 「 生徒
の暮ら し に関わる コ ミ ュ ニケーショ ンの場面」 を 設定し た「 話すこ と （ やり 取り ） 」 を通し て
文構造及び文法事項の理解が深ま る よ う に工夫さ れている 。
・ 全ての単元で、 例えば、 将来の夢や自由時間の使い方と いった身近な話題に関する 話題につ
いてのやり 取り を基に自分の意見をま と めて書く などの活動が設けら れている 。

ｂ  コ ミ ュ ニケーショ ンの目的や場面、 状況などに応じ た言語の使用場面の設定

全ての単元で、 学校生活や地域での活動など 「 生徒の暮ら し に関わる 場面」 を設定し た活動が
設けら れている 。

《 その他の項目》 （ 各教科共通）

我が国の伝統や文化、 国土や歴史に対する
理解、 他国の多様な文化の尊重に関する 特
徴や工夫

Lesson 8  Emot i ons and t he Worki ngs of  t he Mi nd（ 異文化理解）
Lesson 10 I nt roduci ng Japan（ 日本文化）
Lesson 12 Embraci ng Di ver si t y i n Soci et y（ 異文化理解）
Lesson 13 Tour i sm and Japanese Soci et y（ 日本文化）

人権課題（ 同和問題、 北朝鮮によ る 拉致問
題等） に関する 特徴や工夫

Lesson 9  What  Exact l y Does Leader shi p Mean?（ 人権）
Lesson 11 Maki ng I nnovat i on Happen（ 人権）

安全・ 防災や自然災害の扱い 記載なし

オリ ンピッ ク ・ パラ リ ンピッ ク に関する 特
徴や工夫

記載なし

固定的な性別役割分担意識に関する 記述等 記載なし

( 2) 構成上の工夫

音声など、 デジタ ルコ ンテンツを活用し て効果的に学習ができ る よ う 二次元コ ード を掲載し て
いる 。

記載なし

"Study Fl ow"の一覧表があり 、 学習の目標と 到達度が自分で把握でき る 。

デジタ ルコ ンテンツの扱い

ユニバーサルデザイ ンの視点

自立し た学習者の育成に資する 工夫

発行者（ 略称）

教科書番号

教科書名
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